






































































1）Ramon Magsaysay Award Foundation から。Magsaysay Awardees 2003, http : //www. rmaf. org. ph/（access
on 1March 2004）





http : //www3. pref. okinawa. jp /site / view / contview. jsp?cateid=11&id=9324&page=1（アクセス2005年 9 月
22日）。賞金の 1千万円は、アフガニスタン内のダラエピーチ診療所の改修費に充てられた。2003年 8 月
に改修が終わって、この診療所は「沖縄平和診療所」（Okinawa Peace Clinic）と呼ばれることになった。
しかし、2005年 1 月には、カーブル政権の方針で、この診療所を放棄することになった。






























合本 No. 1（1983年12月）～No. 79（2004年 4 月）』石風社、2004年。『ペシャワール会報』No. 80（2004年 7




































































出所：http : // wwwla. biglobe. ne . jp / peshawar / eg / annai . html 











































1. 会費・寄付  
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後、彼は、1983年 9 月～84年 4 月に英国リバプール熱帯医学校（Liverpool School of Tropical
Medicine）で熱帯病の研修を受けた。以上に加えて、ペシャワールで 1 年間、勤務した後、



























































http ://www. jocs.or. jp/houshin.htm/（アクセス2005年 7 月29日）。
20）外務省補助金は1989年から99年までで、総額 8千 5 百万円である。国際ボランティア貯金からの寄付金


















































































































































































































































































































































































































2002年 1 月に、ペシャワール会は、これまでの基金（｢いのちの基金｣など）の残金（ 1億 3















2004年 3 月に完成し、2005年 4 月から 1部灌漑が始まっている。現場は巨大土木事業である。
2003年度には延べ14万人の作業員が働いた（主に農民であり、労働賃金を得ることができた）。
2005年 3 月現在で、ダンプカー32台、掘削機（ユンボ） 7 台、ローダー 5 台、削岩機 2 台、
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＃井戸 ＃灌漑井 ＃井戸 ＃井戸 ＃総計数 ＃総計 ＃カレーズ ＃灌漑井 ＃カレーズ ＃（完成）  
2000年 6 月 
2000年12月 
2001年 1 月 
2001年11月 
2002年 2 月 
2002年12月 
2003年 6 月 
2003年12月 
2004年 6 月 
2004年 9 月 
水源確保・作業地 利用可能水源 
ダラエヌール渓谷 その他 総作業地 
資料：http : // www1m.mesh. ne. jp /̃ peshawar / wp /wsp03. html（アクセス2004年10月25日） 
表３：水源確保プロジェクト 
































25）Point of View / Tetsu Nakamura : Military action prompting Afghan backlash, International Tribune / The
Asahi Shimbun, December 13, 2003
（http : //www1m. mesh. ne. jp /~peshawar / eg / naka13dec03. html/ access on 27 December 2003）。中村哲
「アフガン復興、軍とセットの援助に反発」『朝日新聞』2003年11月22日。







































































35）中村哲「わが内なるゴーシュ」『ペシャワール会報』No. 81、2004年10月13日、 2－ 3頁。






































































































































































































































































































巻第 2号、2005年 4 月、参照。




































































8 － 9 頁。
79）同上書、 9、11頁。
グローバル化時代のアジア主義─中村哲の場合─108
本論は、平成16年度京都女子大学研究経費助成「グローバル時代のアジア主義」の研究成果
の一部である。
